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CabrioleLegsは日本では“猫足”と訳され，西洋クラシック家具の部分的形態として捉えられるにす
ぎない。したがってこの脚についての文化的，歴史的記述や，加工方法やフォルムについて述べられた
ことはない。今回様々な情報源を探り，歴史や形態のパターン，また具体的なサイズ． 加工方法などを
明らかにすることで実践研究への序章とする。
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はじめに
CabrioleLegsとは日本で一般的にいうところの
"猫足"に該当する。 しかし遠くはエジプトギリ
シャ～ローマ時代に至る具象的なライオン脚の表現
や中国,韓国の脚物家具に見られる曲線的造形にも
"猫足"の表現は該当するであろう。 したがって今
回は,西洋家具史の中において"CabrioleLegs"と
表現されるものについて研究する。
歴史的な背景や家具史の中での位置づけは邦文献
を参考に資料をまとめたが,具体的内容に関しては
そのほとんどを英文献に求めた。 またこの実例と現
行の形態や部分の呼称については,アンティーク家
具取扱業者やwoodworker向けWEBサイトから画像と情
報を収集した。今回は資料の収集とその分析を主と
するため.引用の有る無しに関わらず参考文献を上
げ.また図版には可能な限り直下に出典を書き入れ
た。
1.歴史
CabrioleLegs(図2)はいっ頃から登場するのか,
エジプトやギリシャの時代からこれに似たデザイン
は存在しており. 家具の様式を歴史的に持たない我
々日本人には区別なく受け止めるだろう。 しかし西
洋の家具史,style(様式)研究は我々が思う以上
に確立されている。 特に椅子などの脚のデザインは
styleを象徴する部分とされ,形態的特徴から推定
される年代も10年単位,中には製造地域から工房ま
で特定して語られる例もある。 その中でこのCabrio
leLegsは一つの象徴的なパーツである。
CabrioleLegsの確立はイギリスのQueenAnneクイ
ーン・アン時代(1702-1714)とされる。初めて使
われ出したのは17世紀終わり頃. 多く作られたのは
1710年-1730年頃である。様式的特徴はRococo(ロコ
コ)と位置づけられているがフランスやイタリアのも
のほど華美な装飾はなく,シンメトリーの柔らかい
曲線で構成され、均整の取れた女性的な形態0 基部
(Knee)の膨らんだCabrioleLegsと,前広がりで広
めの座.背板はSpindle(旋盤)形などが上げられる
13)0もちろんロココの本流ともいえるフランスでも大
変好まれて使われた。 ルイ15世様式がこれにあたり．
全ての家具が華やかな彫刻を施されたCabrioleLeg
sである。時期としてはイギリスでのスタイル確立
よりもわずかに遅れる。 図3－3－1に見るようにつま
先立ちで，ストッキングのような彫刻あるいは渦巻
き文様のものが多い0）ようだ。いずれもドレープの
深い，長いスカート姿を美しく見せることを意識し
てデザインされた椅子14）である。この期の材種はウ
ォルナット，1730以降はマホガニーが使われる。
イギリスにおいて18世紀後半には工房やデザイナ
ー名による呼称が目立つようになる。 1750年以降ジ
ョージアン期に名をはせたデザイナーThomasChipp
endale（トーマス・チッペンデール）が繊細かつ男
性的なテイストでリ・デザイン（2－2）し再び流行（ハ
イブリッド・ロココ）したためQueenAnne，Chippen
daleは混用あるいはひとまとめで表現されることさ
えある。またこの期をまとめてイギリス・ロココと
も表されることもある。
アン王女の時代にはイングランドとスコットラン
ドが統合されるなど、国家的発展の中で中流クラス
の人々の生活が向上した。 17世紀末期から紅茶を飲
む習慣がこの階級以上で流行し，18世紀初期には一
般家庭にも普及した。 それに伴って中級家具といえ
るTea－tableやDressing－table（2－6）が流行・普及
し．それらに多くCabrioleLegsが使われていた。
当然その背景には東洋との交易という文化接触が
ある。オランダとイギリスはそれに横極的であった
が，オランダでは中国的テイストを取り入れた家具
が作られていた。アン王女の前任はウイリアム＆メ
アリー共同王位．そのウイリアムはオランダから迎
え入れられたという経緯もあり,先方で流行ってい
たスタイルがイギリスにも広まったとされる一〇)0 す
なわちこのcabrioleのデザインは中国の家具形態か
ら影響を受け,スタイルとして成立したものである。
したがってChippendaleのものには中国的装飾との
ハイブリッド・デザインを意識したものも見ること
ができる。
この形態は家具のクラスを越えて多く取り入れら
れたが,これは家具に対する意識と需要の変化を表
している。すなわち権威の象徴から,美しくそして
快適であることが求められ始めた時代ともいえる。
「1710年・1720年のデザインは一般に優しい感じで
-省略-それ以前の最も美しいものを組み合わせ精巧
で魅力的な家具を生み出した」(「イギリスの家具」
pi12)と評されている。
多くのスタイル,流行があ
る中でこの形態ほど短時間にかつ幅広く,階級を超
えて影響を及ぼした例は少ない。 その後いくつかの
様式がイギリスで登場するがCabrioleLegsの形状
は要素として生き続ける。 イギリスでの流行から15
0年を隔て,1920頃アメリカで再びQeenAnne様式が
流行した。おそらくそれは現代日本において,伝統
的な"和"の要素がスマートに再構成され多くの場
面で好まれて使われている状況と非常に近い感覚と
思われる。図2-2-3はその象徴的な椅子の例で,1
8世紀のオリジナルからすれば細かな装飾がずいぶ
ん整理された印象がある。 それぞれのパーツに見ら
れる様式の象徴的な形態と曲線は,収束に伴い直線
へと整理され,構造的にも生産と実用に配慮した処
理が伺われる。外観的な特徴は,美しい外形は保っ
ているが彫刻は施されていない背板,そしてH型の
貫で補強された脚である。 もちろん全てのものに貫
があったわけではない。 オリジナルの18世紀半ばに
おいても,材質と形態のバランスでその有る無しに
上:4-5は現在CabrioleLegs加工
した脚のみ販売している例。 実際
には曲面加工され、塗装した状態
で入手してもホゾ等の接合加工は
大変しにくいものだ。 にもかかわ
らず多くの販売例があるというこ
とは、その苦労を押してでもCabri
oleLegsの加工をするよりは良い
と判断する人が多いのであろう。
上左411:リ・デザインされたCabrioleLegs、キャビネットのかまち範用にポスト部が長いもの。
上右4-2:キャビネットの地坂下に納める脚、あるいはソファー用。
上中4-4:スマ-トにリ・デザインされた例。 細いSカープ脚を材質(ミズナラ)と構造(貫と棚)で上手く
処理している.アンティークとされているが、おそらく20C以降のアメリカQueenAnnenのものと思われる。
パターンが存在したように思われる（有無によって
時代分けをする論者もあるが，まちまちでありその
特定はできない）。
2．形態と呼称
日本では猫足の形態をしていれば一括されてしま
うことが多いがその形態，ポスト形状（固定方法）
やサイズ．用例（家具の使用日的）によっていくつ
か分類することができる。 呼称については書籍とア
ンティーク家具に関する表示を中心に，一般項を求
めてまとめたが，確定的なものはまだ確認できてい
ない（図3）。現行家具の販売と，WOOdworker・を対象
とした脚単品の販売にもこれらの分類を示す表示を
見ることができる． しかしそれぞれの境界は大変曖
昧である。
a.形状による分類
Cabrioleとはフランス語のダンス専門用語で"弾
む"とか"飛び上がる"という意味で,椅子やキャ
ビネットに動的な印象を与えている。 前述したよう
に装飾的な曲線脚のデザインに中国家具の形態を取
り入れたことで定番化したものである。 特に'Ball
andclaw"は明らかに珠と龍の爪を模したことが見て
取れる。
大まかにはCabriole(3-5)(通常翌?)とのみ表示
される場合とFrenchと表示されるもの。先端の形状
で"Ballandclaw(3-3,4)"(逆にClawandball"と
の表示もある),"pad-foot-"Club-foot"(3-6,7),
"Feature-relief-carvedstocking"の3種"Pad
foot"の細長い形状のものはゴルフクラブに見立てて
''Club-foot",ロールパンのように先丸のものは''Bu
n-foot"またはBall-foot。
また3-8,3-9に見られ
るような表示も見られる。
そして上端左右"Knee-bracket(4-3)''が一体か別付
けかという分類も考えられる。
一般にグラマラスな形状のものが''Cabriole"と表
示され.少し細身でつま先立ちな形状のものを'Fre
nch"と表示していることが多く.ルイ15世スタイル
に多い。初期には手削りの角張ったもの,後に旋盤
加工のPad-foot''が多くなり,Ballandclawは比較
的後期。その中でもライオン爪や蹄型が早い時期で,
ジョ-ジアン期のチッペンデールではまさに鷹爪と
珠の姿となる。
アメリカにおけるリ・デザインは様々な解釈で表
現されている。オリジナルにこだわる必要はないが
美しさの尺度は自ら持たねばならない。 またCabrio
leLegsを付けてさえいれば"QueenAnneスタイル"
と称している場合もある。
呼称に彫刻の有る無しは関係ない,しかし通常施
されたレリーフは脚面より盛り上がっており,掘り
下げられたものはリペア(再生)時に可飾されたも
のと考えてよい。
幅広い'Knee-Bracket''(4-3,5-1)は通常別パーツで
あり,ひずみを押さえる効果は大きいと思われる。
これを一体の木材で加工するにには大きな断面の木
材が必要であり現実的とはいえない。
b.ポスト形状について
ポスト部に貫のホゾが入るタイプ,貫をダボで受
けコーナーサポートを取り付けるタイプ,ポストを
直接ホゾ（角／丸）とするものに分けることができ
る。40mm前後の角で高さ50～65mm程度のポストを残
し，座幕板のホゾを受ける形状のものが多い。 キャ
ビネットにはポストを高く伸ばし，天板までを一つ
なぎにする場合もある（41）。
ポストを直接丸ホゾにする例はウインザーチェア
やスツールに見られ． 抜きホゾにクサビ打ちの処理
がされている。（4－6，4－7）
lll．加工方法
CabrioleLegsはアンティーク・スタイルといった
懐古的な意味よりも，より積極的な味付けすなわち
「優雅さ優しさ」「流れ，動感」などを求めて現在で
も人気のあるデザインである。 しかし，いざそれを
自らの制作に取り入れるとなると，ためらいを感じ
ざるを得ない。海外雑誌を見ても“tryit”と製法
の解説をしていることが多く，木工家にとって一つ
の挑戦的要素であることは洋の東西を問わないよう
である。
加工の基本は断面正方形の角材にテンプレートを
使って2面に曲線を描き，帯鋸でそれぞれの面から
切断。その後’’padイ00t’’であれば旋盤にかけてfoot
部を削った後．全体をヤスリやノミで削り，曲面を
仕上げる。”Ballandclaw”ではこの作業と並行して
彫刻を施す。
1．寸法とフォルム
必要な長さに十分な余裕（50mm以上）を見た長さ，
資料を見る限り椅子/机に限らず211/2-2-7/8i
n.,多くは2-3/4in.(約70mm)の正方形を木取っ
ているPost(上端ホゾ部)1-1/2-1-3/4in.(約
38-44.5mm)の角,"Knee"(膝部)の厚みはポスト
内側ラインを基準として元材の厚みを限界と見な
す.ほぼ頂点の裏面が内側曲線のスタート点となる。
最も細い"Ankle"(足首部)が15/16-1-1/8in.(2
3.8-28.6mm),"Pad-foot"の場合"Toe"(爪先部)
高さが3/4-1in.(19-25.4mm)で直径約2in.乱
Kneeよりやや小さくする。最下端のPadはFoot直径
の約半分。また'Ballandclaw"の場合元材の内接
径で彫刻を施す。3.4.日7.9)
これらの部分位置を伸びやかな曲線で結び,テン
プレート(2.5-4mm厚の合板)を作成する。
曲線の善し悪しは感覚的である(図6)。 図7にお
いて,様々なテンプレートの素材図版を向きと縮尺
を調整・加工し,比較を行った。 いずれの著者もCa
brioleLegs等を使った18thスタイルの家具製作をし
ており,実践に裏打ちされたフォルムである。 =5・
6.79)
このような作例や図版資料が西洋の木工関係誌に
は良く登場し,それ専用の月刊雑誌も存在する。 読
者はこれをコピーし加工の手助けとするのが一般的
である。
2.切断と旋盤加工
図5－5－1の様にテンプレートで下書きし，帯鋸で
2面から切断する。 第2面を挽く際にはそのライン
を失うため，挽き取った第1面をテープで仮止めし
て行うか，一部をつなげたまま残して次面の切断を
する（図8－8－1）。帯鋸は鋸身幅18～12mm程度で曲
線挽きに対応する。 ただし切断前に両端センターも
罫書いておくと共に，ホゾ穴の加工方法も意識して
おく必要がある。
後でPad部の旋盤加工をする場合，両端のセンター
が必要でありポスト側の元面を残さなくてはならな
い。図5－5－2ではその部分のみを挽き残しているが，
当然その残し幅が狭いと割れてしまうため木取りの
段階から50mm以上余裕を取るべきである。
また別の加工例（図8）ではポスト部には手を触
れず，曲線部分のみを先に挽いている。 この方が後
でホゾ穴加工をするためには有利である。
旋盤での加工はポスト側をツメへ，Pad側をセンタ
ーピンへ取り付け，Toe以下のPad部のみを削る。重
心に偏りがある場合旋盤のツメとセンターピンに負
担が大きく，材が軟弱であると加工中に跳び外れる
危険性がある。あるいは図5－5－1の様に，曲線挽き
前に旋盤加工を済ませる方法もあり，安全性からす
ればこの“先削り”の方が良いだろう。 しかし全体
のバランスを見ながらの調整・加工はしにくいた
め，多くは前者の方法で紹介されているようだ。

3．曲面の削り加工
旋盤の回転を任意の位置で固定できるならば． そ
のままヤスリがけをしても良い。 通常の日本で使わ
れている作業台では． 今回のように長いものを縦向
きで固定することは難しい。 西洋の作業台は縦横そ
れぞれの向きでバイスが組み込まれているものが普
及している。それでもなお作業がしにくいため大型
の端金（パイプクランプなど）を作業台へ固定した
うえで，加工材を固定する。 ヤスリ，南京ガンナ，
ノミを使い分けながら曲面を削り，サンドペーパー
でこれを仕上げる。
4．手順の整理
これら手順を整理すると，以下のようになる。
・テンプレートによる下書き
・両端にセンターを罫書き
・脚元のPad部を旋盤加工
・曲線部分を帯鋸挽き
・端金等に固定し，曲面の削り加工
・ホゾ穴の罫書きと． 角ノミ加工
・ポスト部の幅挽き． 仕上げ
・組立後に余分なポスト上部を切り離す
5．材質
作業の中で一番大変なことは最後の曲面削りであ
る。カエデやミズナラなどの堅木を使用するにはそ
れ相応の苦労が予想でる。 オリジナルの時代初期に
はほとんどがウォルナットであり，1730年からはマ
ホガニーが多く使われる軋‖・1乙14）。この二つは時代を
明確に分けている。 マホガニーの方が木里が美しく，
家具用材としては上位に位置づけられる。
ウォルナットを日本で流通している米ブラックウ
ォルナットと見なせば木里は密,後者のホンジュラ
スマホガニーは目が粗く軽い材である。 いずれも決
して強度の高い材種ではなく,細く削りつつも強度
を必要とするCabrioleLegsに最適とは言い難い。
しかし手道具で削ることが容易であり,材質を選べ
ば細やかな彫刻や組み手の加工に限界的な粘りと堅
さを持つことも確かである。 したがってその加工性
と強度のバランスからヨーロッパ家具の代表的素材
とされてきた。
図7のテンプレートを見て分かるように見た目の
印象ほど力学的に無理をしていない。 コーナーポス
ト部から下ろした垂線は. Padの接地位置とほとんど
同じか,2cm内外のオフセット関係にすぎないので
ある。椅子に使用する以上,素材が堅いにこしたこ
とはないが加工の過程とのバランスも意識するべき
であろう。その点からブラックウォルナット,タモ,
ニレ,クリ,サクラなどの比重0.6前後で粘りがあ
る材が適すると考えられる。 材質を選べば国産/中
国のクルミやシオジ,また針葉樹でヒノキ,クロマ
ツの使用も可能と思われるが,貫の併用を考えるべ
きであろう。
IV.まとめと課蛋
今まで感覚的に見ていたCabrioleLegsのフォルム
が今回の研究で具体な数値を伴って見えてきた。
今後,今回の内容を元に加工実践を行いい,より
明確にすると共に. 作品制作のへ応用を試みたい。
また,今回取り上げられなかったエジプトからロー
マのものや,東洋における"猫足"についても研究
を広げたいと考えている。
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Title: Cabriole Legs-I
Kazufumi YAMAMOTO (Faculty of Education, Okayama University)
Abstract:"CabrioleLeg" is translated with "the cat foot" in Japan. There is no research on Cab
 rioleLeg because it is aware of this only with the part'goods of the classical European furni
 ture in Japan. First, various information is collected and put in order. Then, it is studied ab
 out the way of processing it and a dimension and the shape.
Key word : Cabriole Legs, Cat foot, Queen Anne, Chippendale, Rococo, 18th century
